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縫
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廿
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句
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築
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、
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す
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。
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。
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を
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燃
税
務
総
的
中
に

は
、
本
仇
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仲
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叫
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谷
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鈴
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滑
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叫
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。
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〉
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火
一
成
3
年
〈
1
9
1
4
年
〉
「
ザ
ワ
し
て
府
執
が
紡
絞
め
療
に
問
問
は

じ
掠
楽
家
的
中
級
綾
子
と
総
帥
慨
し
淑
ぷ
る
燃
に
な
っ
た
か
と
多
〈
品
目
人
は
ぬ
れ

終
期
か
九
絞
父
務
総
同
円
九
郎
め
別
判
明
が
る
e

然
i
、
犯
は
そ
の
問
問
か
な
間
関
り
を

あ
っ
た
特
持
派
手
口
総
会
移
し
た
。
転
抑
制
知
的
に
も
ど
か
し
く
開
部
ふ
で
あ
る
り
~
ー

し
た
大
波
3
年
に
‘
伸
一
は
経
制
的
朝
鮮
待
相
時
な
慾
紛
を
士
山
す
務
付
~
か
句
と
い
っ

枕
関
付
め
為
司
殺
孫
z
f
を
後
に
し
た
。
て
‘
妓
に
脇
町
ψ

骨
的
湾
問
蹴
と
総
係
が
な
い

醜
聞
は
、
吋
訟
は
政
方
が
た
的
祖
先
の
と
識
が
い
ひ
得
る
の
で
あ
る
か
。
」

士
宮
前
出
ほ
ど
も
弘
に
心
を
打
ち
明
け
て
〈
大
正
9
年
(
i
9
2
0
年
)
燃
は
、

れ
た
芸
間
的
を
一
砲
に
も
た
な
い
の
で
あ
る
L

妾
兼
子
Iζ

務
鮮
に
蒋
び
波
打
ソ
・
妻
の
音

と
‘
述
べ
で
い
る
よ
う
に
朝
鮮
の
芸
術
雲
と
自
主
霊
を
警
お
と
を

に
削
減
関
し
た
。
鮮
は
、
中
市
開
立
夜
に
闘
ら
の
乱
開
肝
を
法
べ
え
そ
し
て
、
会

持
持
災
譲
渡
動
家

-
鱗
印
刷
税
の
誕
生
日

後
四
開
子
時
代
の
2
療
の
波
鱗

お
い
て
は
都
市
‘
H

口
率
的
務
総
に
お
い
て
合
同
収
訟
を
朝
鮮
人
の
た
め
に
絞
っ
た
。

は
色
、
線
終
的
議
援
に
お
い
て
は
嫌
が
、
帰
国
後
、
柳
は
、
「
毅
然
災
絞
草
(
問
問

重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
た
。
斡
録
館
設
立
趣
立
書
」
を
発
表
し
、
翌
大
庄

内
芸
夜
に
は
も
目
見
る
人
に
殺
し
い
感
情
刊
年
(
1
9
2
1
年
〉
に
寸
鵠
朝
鮮
災
緩

を
よ
び
与
ま
す
作
為
が
多
い
と
し
、
日
菜
市
川
館
総
点
日
河
川
一
爾
」
を
発
表
、
ー
叙
糾
野

本
で
吋
一
一
巡
手
L

と
時
げ
よ
。
出
一
一
続
的
防
民
族
美
術
幾
際
令
い
を
ひ
ら
冬
、
繁
雄
畑

出
揮
を
次
の
時
間
に
官
同
く
終
し
た
。
ぷ
仰
は
ー
た
作
品
を
約
鮮
に
梢
糊
3
h
~
。
ニ
的
態

室
内
主
に
笈
で
て
く
る
。
議
ぞ
に
柳
は
設
や
を
守
‘
惜
門
家
議
に

も
彩
拙
相
判
に
も
鰍
聞
か
き
が
冷
し
て
み
る
。
胤
京
総
え
る
。

だ
が
文
幽
仰
の
山
織
に
カ
件
、
同
押
し
て
米
令
い
a

ふ
人
氏
日
同
部
{
1
9
2
4
年
〉
つ
い
に

V
A
日
本
的
一
織
に
ぼ
え
で
滋
る
の
で
も
な
氷
山
械
は
吋
朝
鮮
総
侠
発
衛
隊
L

を
数
点

い
"
も
っ
と
崎
聞
か
で
祭
礼
刊
で
あ
る
。
役
し
た
a

事
に
も
急
ぎ
が
な
に
お
と
務
か
き
で
は
じ
め
、
李
朝
の
総
務
に
ひ
か
れ
た

む
ず
っ
て
殺
か
で
あ
り
索
獲
で
あ
る
J

鮮
は
、
右
的
活
動
を
通
じ
て
蒐
薬
き
れ

明
治
姐
年
(
1
9
1
0
年
)
E韓
併
た
作
品
が
無
名
町
エ
人
に
よ
っ
て
つ
く

合
に
よ
っ
て
、
韓
国
的
波
治
権
は
韓
関
ら
れ
た
こ
と
を
考
え
、
宮
本
に
も
関
門
ヒ

皇
帝
か
ら
ヨ
本
に
、
「
完
全
か
つ
永
久
よ
う
な
主
議
の
伝
統
が
あ
る
ニ
と
に
気

的
L

に
譲
渡
さ
れ
た
1

大
統
0
0
年
〈
1
づ
い
点
。
e

ぞ
向
日
間
、
ふ
へ
い
止
ぬ
年
(
1
9

9
I
9
年
)
3
同
月
1
降
、
務
総
に
「
抽
凶
器
6
年
)
吋
日
本
総
務
災
総
隊
い
総
立

泡
万
掛
か
的
険
金
あ
げ
て
ず
そ
が
綴
ニ
内
心
釘
綿
酬
を
た
て
、
本
織
的
な
日
本
災
絞

っ
た
お
仏
側
次
官
後
数
は
は
、
災
加
減
然
、
滋
約
金
以
後
、
機
関
す
る
ニ
と
と
な
る
。

キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
な
ど
の
絞
殺
綴
磯
町
中
期
総
綴
多
ん
滋

wm釘
T

比
約
珍
一
P

4
刊
川
品
名
が
お
み
そ
ア
り
ね
た
e

品
樹
立
遂
織
品
開
後
8
日
打
倒
制
光
子
山
↓
弁
天
山
)
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ttf鵠~2922 生ごみ 久長持柑也且豆/3277122JfTt;zz;ょZLZ芯λ
111では、人自の増加仁f'f.ない{jI 主主{縁}吉蕗建設 綴紛糾9 毎年1月1日定見主主管差是業委員会 者的機flJを守るi謹銭的立場J 1手 探許可き北た人はハガキぞi爵如し

業I語露骨による多録的一般廃棄物 斡喜章一1車部 [不燃ごみ〕 委員の選挙人名簿霊堂絞めため内申 誠実技事豪華・ 3R 8 El (水)，サ ます。 i議知受理後1週間以内に申

(生ごみ・'F奇襲ごみ)の終寝をでき 抜本物な点、詳織につきましては、 綴畿を提出Lなければなりませんc ークル滋殺の絡を普及び分科会j 舗

る業者を12丹1日から許可しまし ク1)…ン̂ *'ンタ へおi湾い会わせ 名長李登載は箆議委員滋教に使う 3月9H (本) ，予約%校練習J

たe 下さい。 主義擦なも丹です..申込 ?高検事務所綴紋係

市内で事業活動討すなっていて、 (クリーンとンター宮88--0664)幹線潟紋拭農家怨合長を滅して 宮 (82)1151[有線245

綴ります 駿って下惑い

*際いす 象ベど日パギ町 市 本うシドセル{認*すべり台

アンマ後 家?1)向。ンヒータ円 *パ牟}v!::-ター *力う吋テレ

ホベピ日ベッド *カーベット ピ *子供苅自転寧 *メトロノ

*コンピラッヲ *憶銭退鳳俊 一ム 本オートパイ (5岳民}

*1<;銭セット(コーナー怨} 連絡は縦二E護軍惜82-1151[有線233

。(夜}楽著華道義機サト手ピス 布

1績のごみ排出霊堂が50'そU グラム

を総える場合は、 Eきらタリョャン匂

ンタ e切ま7:員器入するか又は、次的

許可議長幸をむ増しゑんで下きい。

島鈴官軍重量華苦

。{務}火i削減量基 自由 1-3

-5 盟82-0869 ゑごみ z不

j室主ごみ〕

ね(有)花癒サ…ピス議*9
9~8 宮 82-0711 役こ'み

l不燃ごみ3

2寝室滋合予防接被2梓]践的人が

多かっ記ため医師会のご1品ゴちで会

主義金量生けることになηましたα

ご和~I制下おい勾

b日時 12m2自(本}午後21砕

から 3時まれ

..場語育 長葺ヱ会主義・湖北合中央集

会所 (保健課)

事
玖
初
均

金

一

土

《
wu

一
時
比

後日
V

一
会

υ

ーピス盟03(216) 0511 

松戸分説法就0473(67) 5416 

砂重量鰯 Ull1匝153年 2月17日'-23日 松戸税務著書叙0473(63) 1111 

..会綴鈴憶-rti津悶泌パル"6"欝 {給戸税務裂f)

..総主主終 申込みは担科

ト申込先千築市長同11-9

熟食裁fl'l句 1土隠淡人主主曙協会二子

内会は代金の…部
( II) 

内金持ふつう代金的 1部とし

て先に支払われるものです。手

付金とは妻宅な i人 ω ‘11的に祭徐

することはできまサん砲したが

って栂手から契約的E道行あるい
は繍答l出{買を議求されてもしか

たありませんa どうし ξもそ的

ド動機などを客霊祭したい時1;1、

宇付金ぞはなく、 f時金を入札て

おけ官、綴号予に緩獲に約束を袋

行きせる効幾が'"ります。

不動産的分織なrでl季、申込
金を取られる ζ とがあワますが‘

これは契約成立以磁的ニとです。

いずれにせよ、支払5お金肉

体φ緩や効果をよ〈怨りましょう。

お絞り上ますが、属かない場合は

差是主義4岳災食事務局(官82-1151内

線231)にi車時して下さも」

申請書は鐙:e!:察機縫って記入

し、昭和53年 1!'llO読まて℃農家

総合長に提出Lて下きい砂

惨資格尾和33年4!l1日以前1=

生まれた首長汚在住方守、 10アール

(J I'i.)以上再議地を幼作してい

る 11 宅 3えは、その r~mの戟絞も L

〈持塁手偶者で年間半当608tJ.上税!i'
に従事tてしhる7払

{絞殺音寺興会}

簡易保険の特別
…草寺会のお1i:iムい

続琵軒124年5丹以前にど加入内総 ょう。

易保険については、手三申出により

そのご縦約を終了させて、ご契約

それにき寺軍略的

付加金をお('fけしてお文払いする

取扱いを Lておりますφ

もづ 度、おそ予活再係持者統合を

お銭かめ下きい。

惨殺事警い綴荷 担!lt日16年3持318

i芸部11ごと納入グ〉契手守→現~fll53 1f- 12

A30 読まて' 昭和16年4月1軒以

涛にご加入内総約→続手話54"f.6Il 

30日まで手記f晶子髭便局)

すでに苧話的基礎約ヰmtを望号待 ..期日 昭秘53'手2月17日-20日
したガ及伊、手話サークル等を対 的3協4昌{率中 1i由)的総潟。

撃ととして、殺事李会がf穏健されます。 惨殺貫青 山影県議王様泉ス々…鴻

受講1f;室謹芸警は12月28呂までに協 静警察主義人星電 先着40名{初心者}

祉事務暁へどよ説話下寺、、 b章者潟 15000門{交通費.1議ia

軒先喜扇 子筆者祭事守少年長会館 繋・保険斜線)

努ま室長 50名 静串込方法 ハガキiニ後続‘氏名、

.. Bf霊 1丹29日(毘) ， るうあ 電話番号を記入し{グルプで円

一
犯
を
一

一
効
力
一

一

mw
姦
一

北
口
一

一a
・動-一:
 

主
動
一
年
巡
一

/
(
¥
 

争日時 E苦手話53有こ1丹1司 受付

9時スタート10時

B秒差集合主島高毒 殺る華子市事司書正問599

年末年鈴じおいて辻、特に本会F

iま不況を持経として犯罪及び事政

的誘発喜善E携が矯1ml、f7lJ耳より短

絡が増える:.とが予，I~"Iι まに

治苦手祭薯では防Js級令書事的各f努

(J¥::翠ミガ…デン前)

b申込ハガキ又は霞話でlZR31

詩まぞ(悲喜日河)に我孫子市災発

P599 (悶82-9876)志野光興

験参加料小中安'f;~主 200 fIl、 yその

係機降、団体と1高1Jし総力をおげ {也l土 300Pl

て12月1日から 1)¥10説までの附 炉内容弓〉小学ゑ4年以上1000m

l格下…斉に、 ~JHllバ， p ル的淡 @中学生善'j-Ĵ3号OOm・中学生主主;千

化、 l羽発事犯珪び主主主主滋の予防険金持 2000m@姦校・ 般女子'3000m@

等"護主点として、年末年始の~Ji.m 高等校・ 4主主男子6000m@40幾以上

iI重与を淡1部中です。 3000m

帯夜丹後"λ 的ご協力をいただ (みんなでpをろう会}

年*.~事総~ì車率教務止遺言語
日110- 1/10 

年末年始誌、主主総する機会がit

< ~~るとともじ交滋ま設が鳩え、気

'j見務総長策謀辻、東京関f見王者 ぜわしきもIJsわって言電話語講主主的多

内仁、また r税務相談分室J は除 事きが予讃i喜れます。

釣では、後P'llυ11，千葉東持品 交i調ルールを守って、楽器''';1上

総務霊室内にあります勉 Zこちぜめましょう。

いつでも背さんからめ1託金につ む飲if.i泌総誌絶対し主い(乗る

いてのご質問、ご紛淡に応じてい なら飲まない a 主主んt!ら乗らない・

ます。相談は無料で， 1襲名?も総 来る官り欽傘せない}

総て・す。お気軽にご{ljlll(だき ~\h 10ゆっくり

。警護主義でできる税指繍談。 。事行者、 8松平和!湖特も交透

東京E謀総定善後務i1l絞室テレホンサ ルーんを守り安全に努めよう

惨日時 1持器註{毘}午前10時

惨会域女子家路崎哲82-3394

..会重量 10001'1 

{我孫子ヰヰ械{奇妙金)

告書然考訂正 12月1日培 f統的ふ

る思J -(.丹高闇市は、上総務出苦笑

1)て'した。訂正させていただゑま

ず。

令室護軍主滋喜重鳥会。

~毘お 12丹18H (日)n，究中1I
þ>~薬会総駅)j(武曹fln線改札口

午詰119~寺

ゴミ焼却炉が

泣いていまサグ

"主ブミの'1'1二
電話をかけることにより電

子質的業務等がわかります。

不日は 1週|習の重量務、首都話・

休日には、日曜・徐担当婚葬援

がわかります。 (24野寺院時総}

カン・プラスチソタ綴

的不数4告を入れないで街

宣苦88-ω0664

(クリーンセンター}
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台・柴崎土地医画整理事業保留地の競

争入札処分を下記のとおり実摘しますので

お知らせいだします。

自公売 日 昭和52'千f.12刃初日{土)・午後1善寺30分

盟場 所天王台土地区蕗整理事務所(現在NEC事

務所)

溜入札申込当日、会場にてゆ込み受付

灘入札参加者偲入、法人、m内股住者間わず参加で、きます
爵申込に必要立物 一区減につき、50万円の入札保託金と印鑑

(~喜本し-C"きない待{主、保証金をお返しします)

国支払方法 務中しされた方は、 10日以内に契約保該会と

して、落札価絡め3若手j、残りは諮問以内に

続入

強そ の他現地案内、その他詳絡については、殺孫子

(1)災五台土地区密整理事幾

{泉留 1血 完走 i丘 i緩 争議
まl!!I議(m') 坪当ワ1蕗争各

街区 111関 単価(m'J内) 念意義〈内)

3 1 2 203.05 54，000 10，964，700 178，512 

3 3 203.12 54，000 10，96喜，480 178，512 

4 -1 1 242‘14 52，500 12，712，350 173，553 

4 -1! 2 263.43 55，000 14，488，650 181，818 

4-1 3 27古.42 56，500 15，278，730 186，77告

17 1 277.12 75，000 20，784，♀00 247，933 

81 § 139.62 60，000 8，377 ，2告。 198，347 

メ仁品3、三~i 1，598.9 I~ 事3，574，110~ 
1市役所註醤整理課(TE L0471…82-1151 娯楽鴻.:1:.地区富整獲事業

内線 228、258) にお尋ね下さい。

丸M資(閉会〉

4 I 295 

醤m夜地我孫子市天王台'柴椿事業思域内
5 

顕交 通常勢線天王台駅より徒歩3-15分

園地 問宅地(第2種住属専用地域・住居地域)
457.事5 3~ ， 221 ， 200 I~I 

(天王金土撤回整理保留地儲関〉 (柴崎北地区画整理保覇地位闘〉
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